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デッキコート複合防水工法



デッキコート複合防水工法の特徴

わが国の産業と生活の根幹を支えるインフラの中で橋梁は急速に老朽化が進んでおり、予防保全的
管理手法による橋梁の長寿命化が強く求められています。デッキコート複合防水工法はコンクリー
ト床版の疲労耐久性を改善する新しい床版防水工法として橋梁の長寿命化に貢献します。

なぜデッキコート複合防水工法が必要なのか
橋梁構成部材の中で輪荷重が直接加わる床版は損傷発生率が最も高い部材です。又、
コンクリート床版の疲労寿命は水の存在で著しく短くなる事が知られており床版防水は橋梁
長寿命化のための重要な保全技術です。
しかし、従来の床版防水は様々な原因により水の浸入を許し、床版の劣化を止められない
ケースが後を絶ちません。
デンカはコンクリート床版に浸透して防水層を形成するアクリル樹脂系浸透型防水材「デッキ
コートＮ」と従来のアスファルト加熱型塗膜系防水材を組み合わせた新しいデッキコート複合防
水工法を提案し、これらの課題を解決します。
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損傷劣化が進むコンクリート床版

ひび割れ発生 貫通ひび割れに進展 コンクリートが脱落

床版に浸透して硬化するアクリル樹脂系浸透型防水材「デッキコートＮ」
と従来のアスファルト加熱型塗膜系防水材の2層で確実に防水します。

「デッキコートＮ」はクラック補修性能があり微細クラックからの水分
や塩分の侵入を防ぎ床版の耐久性の向上が図れます。

床版の
耐久性の向上

従来工法と
ほぼ同じ施工能力

アスファルト合材の
リサイクルが可能

確実な防水性能

安  全  性

従来のアスファルト加熱型塗膜系防水材とほぼ同じ施工能力です。

舗装打ち換えの際に発生する、アスファルト合材（廃材）のリサイクル
が可能です。

デッキコートＮは人体に有害で大気汚染物質を含む有機溶剤を含んで
おりません。又、低臭で皮膚刺激性が少ない材料です。　



施工フロー施4

複合防水工法に使用する材料

構　成　材　料 品　種　名 標準使用量

浸透型防水材 デッキコートＮ（1） 0.35 ～ 0.5 kg/m2（1）

硅砂 4 号硅砂 0.7 kg/m2

アスファルト加熱型塗膜系防水材 各メーカー品（２） 各メーカー仕様による（２）

硅砂 各メーカー仕様による（3） 各メーカー仕様による（3）

構成材料

複合

構5

舗装撤去舗装撤去1

注：（1）アクリル樹脂系浸透型防水材“デッキコートＮ”は主剤であるＡ剤、Ｂ剤と硬化促進剤であるＣ剤の3剤構成です。
　　　　標準使用量は床版裏面の粗さや損傷度（貫通ひび割れの有無）によって異なります。
　　（2）アスファルト加熱型塗膜系防水材は、社団法人日本道路協会編「道路橋床版防水便覧」の性能照査試験に合格している物を使

用して下さい。又、アスファルト加熱型塗膜系防水材には複合防水工法の性能照査試験を受けていない組合せがあります。事前にご
相談下さい。

　　（3）アスファルト加熱型塗膜系防水材メーカーの仕様に従って下さい。
　　（4）網状ルーフィングの設置の有無は各メーカーの仕様に従って下さい。

貼り付け用アスファルト

アスファルト舗装（表層）

成型目地材

アスファルト舗装（基層）

1 2 3 4 5 6
4号
硅砂

複合防水工法の構成



Ｃ剤
900g

           ポリ容器入り

アクリル樹脂系浸透型防水材“デッキコートＮ”の代表的な性状

荷　　姿デッキコートＮ

粘度（15 ℃）

硬化時間（5 ℃）

コンクリート付着力

ひび割れ含浸深さ

ひび割れ含浸曲げ強さ

Ａ剤

100～500 mPa･s

Ｂ剤

100～500 mPa･s

Ｃ剤

－

40 分以内　※C剤6部添加

2.0 N/mm2 以上又は母材破壊（JIS A 6909）

20 mm以上 （NEXCO試験法 426）

2.0 N/mm2 以上（NEXCO試験法 426）

4 硅砂散布硅砂散布5 アスファルト舗装アスファルト舗装6

2 硅砂散布硅砂散布3

Ａ剤
15Kg缶入り

Ｂ剤
15kg缶入り

性
　
状

特
　
性

アクリル樹脂系浸透型防水剤
デッキコートＮ塗布 （吹き付け又はローラー塗布）
アクリル樹脂系浸透型防水剤
デッキコートＮ塗布 （吹き付け又はローラー塗布）

アスファルト加熱型
塗膜系防水材塗布
アスファルト加熱型
塗膜系防水材塗布

吹き付け ローラー塗布



デッキコート複合防水工法の性能

データ等記載内容についてのご注意
①本書記載のデータ等記載内容は、代表的な実験値や調査に基づくもので、その記載内容についていかなる保証をなすものではありません。
②ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、使用目的に適合するかどうかおよび安全性については、貴社の責任においてご確認ください。
③本書記載の当社製品およびこれらを使用した製品を廃棄する場合は、法令に従って廃棄してください。
④ご使用になる前に、詳しい使用方法や注意事項等を技術資料・製品安全データシートで確認してください。
　これらの資料は、弊社の担当部門にご用意してありますので、お申しつけください。
⑤本書の記載内容は、新しい知見により断りなく変更する場合がありますので、ご了承ください。

デッキコート複合防水工法は各社のアスファルト加熱型塗膜系防水材と組み合わせた構成で、床版
防水材の基本性能を満足しています。

デッキコート複合防水工法はアクリル
樹脂系浸透型防水材「デッキコートＮ」
が微細なクラックを補修してコンクリー
ト床版の疲労耐久性能を向上させます。

アクリル樹脂系浸透型防水材「デッキコ
ートＮ」は硬化促進剤（Ｃ剤）の配合調整
で広い温度範囲で40分以内に硬化が
可能なため、デッキコート複合防水工法
は従来のアスファルト加熱型塗膜系防
水工法とほぼ同じ施工能力、施工性を保
有しています。

注）N社アスファルト加熱型塗膜系防水材と組み合わせたデッキコート複合防水の基本性能照査試験結果
     試験方法および基準値並びに判断基準は、（社）日本道路協会「道路橋床版防水便覧」による。

注）チッピングした模擬床版に「デッキコートＮ」を
　　塗布し、断面をＥＰＭＡ分析した結果。
　　赤い部分が「デッキコートＮ」の存在する部分。

ＥＰＭＡ分析：Electron Probe Micro Analysis の略で微小領域の構成元素の検出と各構成元素の構成比率を非破壊で分
析する分析手法。「デッキコートＮ」中のコバルト元素の分布を赤く表示。

試験機関：社団法人 日本建設機械化協会 施工技術総合研究所

基本性能照査試験結果例

デ
デッ
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デッキコートＮの硬化性能
デッキコートＮのC剤添加量と硬化時間

温度（℃）

硬
化
時
間（
分
）

「デッキコートＮ」のひび割れ浸透状況

試験項目 試験温度 試験結果 基準値・判断基準 合否判定

防水試験Ⅰ 23 ℃ ① 減水量　0.0ml
② 減水量　0.0ml 減水量  0.2 ml 以下 合格

ひび割れ
追従性試験Ⅱ -10 ℃ 平均追従限界ひび割れ幅

 2.5mm
追従限界ひび割れ幅
0.3mm以上 合格

引張接着試験 合格

せん断試験 合格

水浸引張接着試験 23 ℃ 合格

耐薬品性試験 23 ℃
① 飽和水酸化カルシウム溶液

異常は認められない
② 3％塩化ナトリウム溶液

異常は認められない
異常がないこと 合格

平均強度  1.1 N/mm2
平均強度  2.8 N/mm2

強度  0.6 N/mm2 以上
強度  1.2 N/mm2 以上

23 ℃
-10 ℃

水浸前の 50％以上平均強度  1.8 N/mm2
平均引張接着強度比165％

強度  0.15 /mm2 以上
変位量  1.0 mm 以上

平均強度  0.27 N/mm2
変位量平均 3.5 mm

強度  0.8N /mm2 以上
変位量  0.5 mm 以上

平均強度  2.3 N/mm2
変位量平均 1.1 mm

23 ℃

-10 ℃

1mm

細骨材浮きヘアークラック

C剤 0 部

C剤 1 部

C剤 2 部

C剤 6 部
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自然発火の注意
●ディスクサンダー等による研磨粉は掃除機は使用せずほうき等で
集めて十分な水に漬けて廃棄してください。

●樹脂の付着したウェス、ダンボール、　ローラー、 刷毛等は十分な
水に浸漬させて廃棄して下さい。

●硬化時に発熱を伴います。

●本工法に使用する樹脂は消防法の危険物に相当しますので作業場は火気厳禁としてください。
●一度に多量の接着剤を硬化させると激しい発熱が生じますので注意してください。
●皮膚や衣服に付着するとかぶれる恐れがありますので早めに石鹸で洗ってください。　　　　
万一かぶれた場合は医師の手当てを受けてください。
●作業場所は換気を良くし、保護眼鏡、保護手袋、必要に応じて有機ガス用マスクなどの保護具を
着用してください。
●目に入れたり、飲んだりは絶対にしないでください。誤って目に入った場合、15分以上流水で洗
浄し、医師の手当てを受けてください。また、誤飲した場合、吐かせて医師の手当てを受けてく
ださい。
●湿気や金属との接触を避け、密栓の上冷暗所に保存してください。
●廃棄する場合は、A/ B剤を少量づつ混合し硬化させてから捨ててください。また混合し、硬化し
た（硬化中) の樹脂は廃棄するまで水の中に浸漬させてください。
●接着剤が付着した可燃物（ウェス、段ボール、養生シート等） 、注入用器具も廃棄するまで水に
浸漬させて下さい。
●本製品の硬化物をディスクサンダー等で研磨した場合、研磨した粉末を集めたまま放置する
と自然発火するおそれがあります。積もった研磨粉は、掃除機は使用せずに、ほうき等で集め
た上、廃棄するまで十分な水に浸けておき、早めに専門の廃棄物処理業者に処理を委託して
下さい。

○本書記載のデータ等記載内容は、代表的な実験値や調査に基づくもので、
その記載内容についていかなる保障をなすものではありません。
○ご使用に際しては、必ず貴社にて事前にテストを行い、使用目的に適合する
かどうかおよび安全性について貴社の責任においてご確認ください。
○本書記載の当社製品およびこれらを使用した製品を廃棄する場合は、法令に
従って廃棄してください。
○ご使用になる前に、詳しい使用方法や注意事項等を技術資料・安全データ
シートで確認してください。
○本書の記載内容は、新しい知見により断りなく変更する場合がありますので、
ご了承ください。

デンカ株式会社　特殊混和材部

インフラソリューション
開発研究所

インフラソリューション開発研究所

長野市鶴賀緑町1605-14（高見澤ダイヤモンドビル）　〒380-0813
電話026-226-4281


